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論文
内
容要
旨
 マ957隼EorsterRo蔵9h七〇且らは肺の一酸化炭素拡散能力を膜拡綱子及び血液拡
 散嗣子の両者に分けて測定する方法及び原理を発表し,血液國子も亦重要壕役割を演じているこ
 とを嬰らかにした。本研究に於ては飾rsもerらの方法に従い省種心肺疾患々者につ“て一酸
 化炭暴拡散能力(Dco)の測定を行い,肺胞膜拡散能力(DM),肺毛細管血液量(Vc)を
 分離し,併せて,各種心髄機能検査を行恥,拡散障害の性質を分析せんと試み,叉DCO,取,VG
 測定士の諸問題について検討を加えた。
測定尉象
 薄象壱ま健康者7例,結核7例,ノら疾患4例,}灘肺気腫2例,気管枝拡張症5例,気管枝喘、息
 7例,騰線維症5例.肺癌2例,浮腫性硬化症」例,サルコイドーシスて例,珪肺窪例,老人性
 慢性肺炎マ側,ガス中毒肺炎1例,計40例である。
測定方法
 Dco測錠…はEors奮erらの方法に従い,単一葺乎吸法により2段階ないし5段階の藤分墜
 下に於て原則として三回づつ測定し,窪/めし司/DM十コ/θVcなる式より主に作図法でDM,
 Vcを求めた。喋/6はλを2.5として求め,Garboxyhe難oglobi亘による肺毛細管面CO
 分Eの測定はSjos鍍anα,Eors七erらの方法に従った。00濃度はGO-Analyser(Go一
 αar七)により,Pulma箕alyser(α。daぎ七)により,He,GO2を,Ni七roge鋤eト
 er(東京商事)により恥を測定した。使用ガスはCOα20聯,一He4.5%,022α9%,N2
 7Z4%及びGOO.205%・He窪.5%・0£98.295%の二種類である。
 成績並びに考按
 健康者に掛るDco,D班》Vcの平均値はそれぞれ50.9,創,72で,Lewi馬金上らの成績
 に大体一致した。気管;枝喘息群,心疾患群では%DGOモ瀬台～しど正常で,Voは正常或は増力qの
 傾向を示し,DMはやx減少の傾向を示した。心痴愚の中Dcoの減少した僧由弁狭窄症のf例
 はDM著減し・Vcや工増撫した。肺線維症,癌性リンパ管炎ではDco,D亙,Vo共に著減し・
 系統性疾患ではDGO及び主にD運の減少を示した。結核ではDM・Vc共に減少する頭胸が認め
 られたが・PMの減少度がや』強く・血行性散布例ではいずれもVcの減少を認めた。ガス分梅
 障轡の強い慢性肪気腫,気管枝拡張症では必ずしも一定の傾向を示さなかった。
 本:症例中A-Gブロック例と思われるもの葉2例が認められたが,これらはPM,VG共に減少
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 するもの,DM減少し▽c正常のもの,D班減少しVc増加の傾向を示すもの,の三群に分けら
 れ,大部分が第一群に属し,DCoの減少度も最も著しかった。従って真の意味の肪胞膜拡散陳
 書のみを示す第二,三群に鳴するものは比較的少く,叉高度の拡散障害も起り難いものと思われ,
 か』る点p本症候群の名称,概念は再検討を要するものと思われる。
 各種'ら肺纈旨検査との関連に於て極言寸すると,Dcoと肪活量は大体輸関係にあり,D麺,Vc
 と肺活量の間にはD駈の方にや工密接な関係がみられ,VGとも多少の関係を示した。次に%肺
 活量正常で%DCOのみ減少する例がかな匂見られゴか～る例では拡散面積以外の國子による拡
 鞭警が想像され,A-Cブロック例の大部分がこの群に属した。叉A-Cブ偉ツク例に於ては
 Dcoの減少するもの程静肺圧櫛の低下するものが多く,両者に影響を及ぼす因子間に密接な
 関係が考えられたが,その問の関係は複雑なものと思われ,DM,▽Oと静肺圧縮擁との間ではD巫
 との間に多少の関係をみるにすぎ攻い。%肺活量は正常であるが静脈圧縮率減少し,Doo,D瓢
 の著減する4症例を認めたが,これらはその拡散障害が肺胞膜の変化に起因しているごとを推測
 せしめる興味ある症例と思われた。血行動態とVoとの関係では・心疾患に於ては肺動脈圧の高
 いものにVGの増加例がみられ・肺疾患に於ては逆にVcの減少例がみられ'・両者を通じてVo
 と肺小動脈血管抵抗とはほy逆相関々係を示し,心疾患に於てはpo8船&piuaryの,肺疾
 患に於てはpre-capiU&ryの肺高血圧症を来し・肺毛細血管床も前者ではうつ血を・後者
 では減少を来す傾向があるものと思われたが,少数例のため確証は得られなかった。
 DM,VG測定士の諸問題を検討し,その再溺性の点で三回測定による最大の変動範囲をみると,
 V。碑がDM功安定しているが・Dc・の抵下するA}Cブ妙ク例ではDMも安離を示
 した。叉この問題に関してはLewisらの貰う如くDco,DM,Vc間の数式上の関係が最も大きな
 影響を及ぼしていることを確め徳な。更に,ガス分布障害のある鳩合,DOO測定上多くの問題
 点を認め,特にDco算出上の残気量の問題で∬Or8七erらの方法に従うとき,かなり過大評
 価の危険性のあることを指摘し得た。即ちDco算出上は別に7分間で湖定した残気量を使用す
 るが,Dco測定時のHe稀釈;率より算思せる残気量はガス分布障害の強いもの程蔚:者より小さ
 い値を示し,極端な例では後者は前者の班に迄達し,それぞれの残気量を用いて算出したDOO
 問には約40%の差を生じ褐ることを認めた。この場合'測定鍬入カヌが実際の残気の麺¢部分に
 し力府きわたらないことを示し,翌or8㌻eでらの方法によって算患されたDooは,他の換気
 不良の部分も換気良好の部分と同じ拡散籠力を持つという仮定に立つもので,これらの部分の潜
 、在的疫拡散能力を含めた値である。しかしこの仮定が成りたつ場合は少く,ガス分布障害の強い
 場合のDcoはどの部分のDcoを測定しているかを念頭に蓄いて評価する必要があり,炎測定
 方法によってもかなりの差を生じ積るものと考えられ,従ってDM,Vc値にもかなりの誤差を生
 じ得るものと考えられた。
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 審査結果の要旨
 肺の拡散能力を膜因子(DM)㌧搬液園子(Vc)の両者に分離し,拡散障警の性質を更に具
 体的に検索することは,逓・年の肺生理学、ヒ最:も重要な課題とされているが,著者は狸。℃ster
ノ
 らの方法に従って各種心肺疾患潅者についてエ)cかDM・Vcの測定を行い,各種心肺機能との関
 連のもとに拡散障害の性質を分析せんと試みつまたその測定上の問題点についても検討を加えて
 いる。対象は健康者7例・各種心肺疾患、々審尋5例・計40例である。
 健康春に翁けるDco,隔・Vcの平均値はそrれぞれ50・9『・81・72で・Lewi8らの成績:
 に大佐一致している。気管支喘息,心疾患群では%Dco正常,▽cは増加の傾向を示し,肺線
 維症・。瘤匪リンパ管炎ではDcO'DM・Vc共に著減し・系統性疾患ではDCOと主にD》が減少し'
 結核ではDM,Vc共に減少する領海をみとめている。
 次にA-Gブβック痘例にかいてはDM・▽o共に減少するもの,DM減少しVo正常のもの,
 DM減少しVC増加の傾向を示すものの三群に分けられるとし,大部分が第一群に鵬し,Dco
 も最も減少している。
 各種心肺機能検査と関連づけて検討した成績によると,%肺活量正常で%Dcoのみ減少する
 ものがかなりみられ,A一σブ控ツク例の大部分がこの群に腐し,拡散面積以外の因子の障害が
 想1象され・またA-Cブηツク倒に於いてはDcoの減少するもの程静肺肝縮率の減少するもの
 が多ぐ・両者に影響を及ぼす因子間に密接な関係が考えられ・DMとの間にも多少の関係が認め
 られるとしている。%肺活量工E常,静肺圧縮率底下し・Dco江)逼の著減する症例では胎胞膜
 の変化に起因する拡散障害が想1象されたと云うo
 Deo・DM,Vc測定.ヒの問題点については・再難でi)Mよ9%の方が安定して居り,D誼
 もDcoの減少するA-Gブロック例では安定であ?たが・一稼にLewi8らの云うDco・DM,
 Vc間の数式上の関係力状毒な影響を及ぼすことを再確認している。
 唆たガス分布障害のある場合のDco測定に多ぐの問題点を認め,特にDco算出上施用する・
 残気量はEOr就er・らの方法に従って別に7分間で測定した残気量奮優弔しているが・これと
 Dco測定時He稀釈率より算出レた残気量との間にはかなりの差を認め・ガろ分布障害の強い
 筋聾者砺轡さほる灘が効・従つ窩づ紛残矯翻いるか継切b・に約
 40%の差を生じ得るとしている。この点Eor8torら∂方法は換気不良の部分も換気良好の部
 分と嗣じ拡鞠肋を持つという前提に立つたことに勧,実際、ヒか勧進大評価の危険性が劫,
 従ってとの場台のDM,Vc値にもかなりの誤差を生じ得ることを強調している。
 }4一
 鵜と哩 彦糞“鰹繍嚇㈱毒;ζ襯嚇_㎝㈱欄購燃一顧囎湘難一繍 
